
岡山畜産便り 1961.07 

【講 演】 

畜産部門における生産共同化について（１） 
愛媛大学助教諭 若 林 秀 泰 

 

 農業基本法がさる６月６日国会を通過し、これか

らの農業の進む大きな方向が一応あきらかにされま

した。 

 これによると、将来の農業経営は１つには規模の

拡大、そのための経営の共同化、協業化が促進され

ることになるようです。農村でも、経営の合理化に

からんで、共同化の問題が大きな課題として真剣に

取上げられようとしています。 

 さる３月 16日、岡山大学農学部講堂において行な

われた、第６回岡山県畜産経営技術成果発表大会に、

これを記念して「畜産部門における生産共同化につ

いて」と題して講演がありましたが、これは共同化

の問題と取組むにあたって参考になる点が多いよう

に考えられますので、その内容を録音から再生して、

今後数回にわたって掲載することにしました。 

 なおこの内容は、講演の行なわれたのが３月であ

ったため、その後の農業情勢の変化などから、多尐

ずれの感ぜられるところもあるかと思いますが、そ

の点あらかじめ御了承いただくよう御ことわりして

おきます。 

 

１、はじめに 

―共同化の動きと畜産部門の動向― 

農業政策の動き 

 昨年の農業基本問題調査会が答申を出しまして、

それにもとづいて現在基本法の国会審議が行なわれ

ております。これは色々な考え方もございましょう

が、新しいこれからの農業政策の大きな方向を打出

したものと考えられています。特にその場合に生産

の政策および構造政策において、共同化の問題とい

うか、畜産の問題が大きく浮かび上がったように思

うわけであります。特に生産政策でみますと、御承

知のような生長材ということで、果樹と畜産がとり

あげられて、将来日本の農業が米作農業からこうい

った生長材部門に重点が移って行くというふうな方

向が打出されておるわけであります。 

 ところが仔細にみますと、果樹の場合と畜産の場

合を比べてみますとかなり問題に違いがあるように

思います。といいますのは、果樹でみますと、需要

の伸びというものは、加工の問題あるいは輸出の問

題を考えてみますとかなり強いものがございます。

これに対しまして、畜産関係は需要の伸びも相当あ

りますが、供給といいますか生産側の進展も最近非

常にめざましい、それだけに畜産全体としては将来

伸びて行きますが、産地毎の競争が非常に激しくな

るのではないか、こういう関係で畜産全体としては

生長財部門であるが、畜産をやれば必ず経済的に向

上しうるとこういう保証は果樹ほどはないんじゃな

いかと考えられるわけであります。それだけに畜産

の取組方ということがいろいろ問題になってくるの

ではないかと考えられるのであります。それと基本

法の構造政策で打出されております。いわゆる自立

経営の育成ということと、協業化の促進という２つ

の大きな目標がかかげられておりますが、とくに協

業化、（協業化という言葉自体があいまいな言葉であ

りますが、私達はこれを生産の共同化という風に理

解しておりますが）、生産の共同化を阻むいろいろな

条件、例えば農地法でありますとか、或いはその他

いろいろな諸法令を改正する。あるいは共同化に必

要な資金の面倒を積極的にみて行くと、いうことで、

生産の共同化をかなり積極的に育成していこうとい

う方向が今後急速に打出されてくるのではないか、

こういうふうな国の政策の転換が、畜産あるいは共

同化の動きに相当大きな刺激をこれから与えてくる

のではないかと考えるわけでございます。 

農村の中からも新しい動き 

 ただいまは、政策の方から共同化の新しい動きを

申し上げたのですが、第２番目には現地の農村の中

から共同化の動きが非常に強く出てきたというのが

ここ１両年の大きな動きだと思います。とくにこれ
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につきましては、愛媛県の立間の共同化法人の法人

作りという動きが生産の共同化に非常に大きな刺激

となった。尐なくとも県内に関してだけでもそう云

ったことでございまして、一例をあげますと立間と

いう小さな村に、一昨年の９月１日に共同法人が出

来まして、大体今日までにある人の計算では３万人

から４万人近い視察者が押しかけている。それも研

究社とかジャーナリストではなくて、実際に農村で

共同化の問題、あるいは農協の問題、経営の問題に

取組んでおられる第一線の方々が、大挙して押掛け

ておられる。こういう動きをみましても、いかに共

同化法人というものが、一般の新しい農業の近代化

を考えておられる方々に強い刺激になったかを考え

るわけであります。先般、ある調査で四国の４県を

廻ってみたのですが、いろんな共同化の動きをみま

すと愛媛が圧倒的に大きな動きがあるのでありまし

て、他府県の共同化の動きをはるかに抜いていると

いうことを知りました。そこでなぜそういうふうな

動きが出てきているかということをいろいろと調べ

てみたのですが、やはり具体的に思い付く最大の理

由はどうも立間の法人の影響じゃないかと考えられ

るわけであります。またこれだけではなく、ほかに

も茨城県の新利根開拓の共同経営であるかとか、い

ろいろな共同化事例が全国的にここ１両年の間に生

まれまして、これがいわば農村の中から動きが出て

きたということが、私は最近の大きな特徴じゃない

かと思うわけであります。 

大資本の畜産への進出 

 さらに第３点として、これは昨年来の動きであり

ますが、畜産の部門に大資本、御承知の水産会社で

あるとか、商事会社あるいはハム・ソーセージ会社

であるとかいった大資本が、大量に進出してきたと

いうのが、新しい動きとして取上げなければならな

いものと思うのであります。このことは二重の意味

があるのでありまして、尐なくとも大きな資本が畜

産に手を出した。特に大洋漁業の如きは養豚や養鶏

を直営をするという動きまで示そうとしております

が、こういうふうに畜産の部門に、あるいはもっと

大まかに申しますと農業部門にこうした大資本が直

接手を出すということは、それだけ畜産というもの

が利潤追求の対象として可能性が出てきたことを意

味するうえで、１つプラスの意味があると思うので

あります。云いかえますと資本というものがもうけ

られるという保証がなければ大資本を投ずるという

ことはないわけでありますが、従来見向きもしなか

った畜産に大資本が投ぜられるということ自体が最

近のいろいろな技術進歩や、機械化の促進によって

畜産というものが充分資本のもうけの対象になるん

だということを意味していると思うわけであります。

反面におきましてそういうプラスの面もあると同時

に大資本がかなり大々的に畜産の部門に手を出して

きたということは、従来もうからない畜産に取組ん

で苦労してこられた農民の方々にとりましては、も

うかるようになりますと資本が手を出してよいとこ

ろをかっさらう。あるいは場合によっては、資本に

追随する形態といいますか、鶏のブロイラーの場合

によくいわれます、一種の資本の鶏小作になるので

はないか、すなわち、飼料は資本が高く売りつける、

製品は安く買い叩いているという、こういう一種の

資本に搾取される畜産になりはしないか、こういう

心配が現在うち出されているわけであります。そう

いう意味におきまして、資本の進出ということは、

畜産がもうかる畜産として確立されつつあるという

プラスの面と、資本によって農民の利益が阻害され

る、あるいは搾取されるという危険をはらんでいる、

二重の意味で注目される動きであります。 

多角経営から専業へ 

 第４点としまして、最近の畜産の問題を考えてみ

ますと、専業化というか、企業化というか、畜産を

専門的に、しかも企業的に経営するという動きが急

速に出て参りました。とくに養鶏の場合に、関東地

方の神奈川県とか群馬県とかに多いようであります

が、かなり大羽数飼育で専業的な養鶏をやる。ある

いは専業的な養豚をやるというふうな専業的な動き

がでてきたことが最近の特徴じゃないかと思うわけ

であります。愛媛の場合でも５万羽養鶏というふう

に動きが出てきたり１万羽の経営がでてきたり、い

ろいろな形がでております。これをいろいろ調べて

みますと、背後に飼料商のバックアップがあったり、

いろいろな複雑な動きがありますが、いずれにして

も従来のように畜産を副業的にあるいは片手間にや

っておったという形から、畜産１本で専門的にやっ
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て行こうとこういう動きがでてきたのが１つの特徴

じゃないかと思います。我国の農業経営におきまし

ては従来多角経営が専業かということが随分議論さ

れてきましたが、日本の自然条件からいいますと、

いわゆる高度の多角経営が最もふさわしい形態だと

云われて参りました。ところが最近の生長材、果樹、

畜産の面におきましては、むしろ水田部門とか畑作

部門を切って、果樹、畜産なら畜産に専門化、専業

化していくという動きがでてきたわけであります。

これは１つには、戦後の技術進歩、特に養鶏の場合

のケージ養鶏とかバタリー養鶏などという新しい技

術が導入されたこと。その他酪農の場合、養豚の場

合を通じまして、非常に技術進歩が専業化を有利な

らしめる条件を作り出したのではないかとこういう

ふうに考えられるわけでありますが、いずれにしま

しても、農業経営といえば米も作る野菜も作る鶏も

飼うという、何でもやるという多角的な経営という

ものがよしとされておった時代から、尐なくとも畜

産とか果樹という成長材に関しましては、それ１本

でやって行くという専業化の方向が強く出てきたと

いうことは最近の大きな特徴じゃないかと思うわけ

であります。 

 かように政策の動き、農村の中の動き、あるいは

資本の側の強い進出、専業化の方向、こういうふう

な一連の動きをみますと、今後の畜産の方向が一体

どういう方向を向いているかということがおぼろげ

ながらわかるわけであります。そのことは一言で申

しますと、専業的な企業的な形をとりながら共同化

の方向が強く内出されてくるであろうということで

あります。 

 私は決して生産の共同化というものは万能薬であ

る。共同化をさえすればよいということじゃないと

思う。しかも共同化というものは決して現在問題に

なっております一種のブームというような、流行と

いう形で片付けられるべき問題じゃない、これをや

るには相当な準備期間と充分の企画性が必要だと考

えるものでありますが、しかしながら今申上げまし

たように将来の農業の大きな方向というものがやは

り畜産の面におきまして、その近代化の方向として

は共同化という方向がだんだん強く内出されて行く

であろうということは否定できないかと思うわけで

あります。 

 

２、共同化進展の背景 

―商業的農業の発展― 

 まず共同化がなぜ最近急激に取上げられてきたか、

この問題を考えるためにここで６つの背景を取りあ

げてみたのであります。このことを一言で申上げま

すと、従来の米麦農業と違いまして、商業的農業が

発展してきたということの結果だと私は考えており

ます。ここでいいます商業的農業といいますのは、

米麦農業というものが生産量の半分が自家消費、残

る半分を販売するという半自給的農業といいますか、

半商業的農業という、こういう性格が日本農業の性

格でありましたが、最近発展しております果樹とか

畜産のものは、生産物の大部分、果樹の場合であり

ますと、９割以上、畜産におきましても部門によっ

て違いますが、おそらく８割ないし９割を販売して、

残る１割かそこそこを自家消費に向ける。いわゆる

販売を主目的とする農業を商業的農業というわけで

ありますが、こういう農業が急速に伸びてきたこと

が共同化というものが伸びてきた背景ではないかと

考えるのであります。その点を具体的にあげて行き

ますと、第１番目に産地間競争の激化ということが

あります。 

（１）産地間競争の激化（品質競争とコスト競争） 

 ここで考えていただきたいのは、米麦農業の場合、

水田農業の場合におきますと、産地の間の競争意識

というものが非常に薄いわけであります。例えば愛

媛県で例にとりますと、みかんこそはよく穫れると

ころでありますが、米はまことに不味いところであ

ります。これはいろんな自然条件から云って、あま

り米作に適した地域じゃないわけです。これに対し

て例えば、中四国で申しますと、岡山もそうであり

ますが、特に兵庫の播州米であるとか、あるいは滋

賀県の江州米、新潟、山形といった東北北陸地方の

米はたしかに米としてはうまい米であり、あるいは

産地としては優れた産地と思うわけであります。と

ころが愛媛のお百姓に愛媛の米は不味いですよ、も

っと美味い米を作らないと将来統制でも撤廃になっ

たら大変ですよ、ということを申上げても一向にピ

ンとこないわけであります。これは現在米の統制と
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いうものがあって、どこの産地の米であろうが一応

決まった価格で全量買上げるというシステムになっ

ています関係と、半分が自家消費をされるという米

作の性格からいってそういう競争意識が生まれてこ

ないわけであります。これに対しまして、例えばみ

かんを例にとりますと、同じことを愛媛県のみかん

地帯の農家へ行きまして、最近の伊予のみかんはど

うも不味い、この間和歌山へ行ったら和歌山の方が

はるかに美味かったという話でもしようものなら、

大変なことになります。それこそ目の色を変えて“一

体どこが不味いんだ、和歌山のものよりはるかにう

ちの方が味が良いはずだ”ということを盛んに反論

されます。それと関連してよく笑い話になるんです

が、秋になりますと台風が来ます。最近は四国に来

ないで中部地方に上陸することが多いわけです。そ

うしますと静岡の方で風が吹いてみかんがどんどん

落ちる。そうしますと愛媛のみかん地帯のお百姓は、

“今年は静岡のみかんが大分落ちたからみかんの値

がいいぞ”ということを盛んに喜ぶわけです。とこ

ろが水田地帯の場合ですと、例えば秋田や新潟で、

台風の米作の減収があったとしてもそれほど関心を

持たない。このことを考えましても産地同志の間の

競争意識というものは、米麦作と果樹の場合では非

常な差があるわけです。これはやはり販売を主とし

てしかも統制というものがない自由な競争をやって

いるという果樹と米麦作との違いであるわけです。

それと同じようなことが畜産の場合についても云え

るかと思います。勿論、酪農の場合は現在大きな乳

業資本がそれぞれの地域を集乳地域としてやってお

ります関係で、お互の競争というものがそれほど直

接には出てきません。しかし豚の場合、あるいは卵

の場合といった他の畜産物になりますと、産地の間

の競争は今後かなり激しくなっていく、ことにさき

に申しました生長材ということで畜産部門が従来あ

まり発展しておらなかった地域にも発展してくると

なりますと、産地の間の競争が非常に激しくなるこ

とが予想されます。この点は岡山のように従来から

和牛の歴史の古い有名な産地といえども、新しい産

地との間の競争も将来経験せざるを得ないというこ

とは、今から覚悟しておかなければならないと思う

わけです。 

 さてそこで産地間の競争はどういう形で行なわれ

るかということになりますが、私は短期的には、品

質をめぐる競争が行なわれる。長期の５年 10 年をと

りますと、生産コストをめぐる競争になると、かよ

うに考えております。たま例をみかんにとって恐縮

ですが、愛媛のみかんは戦前静岡や和歌山に比べて

はるかに質も务り、あるいは東京、大阪という大市

場では相手にされなかったものといいます。それが

現在の状態では、ほとんど東京、大阪市場の年内の

正月前後の１番のみかんの出盛りには、愛媛のもの

が両市場とも半ば以上を占めている。こういうふう

に戦後市場において大量に進出いたしましたのも、

１つには品質であります。愛媛物というものが和歌

山や静岡にくらべまして、非常に甘味が強い、しか

も皮が軟らかいという品質の良さで売り込んだわけ

であります。しかしながら産地の間の競争は一応は

そうした生産物の間の品質の良し悪しによって優务

が決まります。しかしながら、尐し長い目でみます

と結局生産のコストを引下げることに成功した方が

競争に勝つと思うのです。また例を果樹に取らして

いただきますと、最近愛媛のみかんというものは、

量からいいますとまだ静岡に及びませんが質の面で

は大市場で現在トップのクラスを行っております。

しかしながらごく最近の傾向としまして、新興の九

州産地のみかんに押されかけるような気配がみえて

きた。それは九州産地、佐賀とか長崎でありますが、

こういう山地のみかんは、東京や大阪の大市場に向

かって安売りを敢行するわけです。そうしますと、

一応の価格というものが崩れてくる。その場合に安

売りができるということは、生産費が安いから安売

りをしても引き合うということであります。ところ

が愛媛のように九州に比べて古い産地になりますと、

いろんな資本の装備も高くなっておりますし、樹齢

も古くなっておりますので生産費がどうしても高く

付く、そうすると安売りをしたのでは引き合わない

からだんだんと市場から駆逐をされていくという結

果になると思います。 

 そういう意味で最初の数年間は品質の良いのが勝

って行く、しかし、５年 10 年と長い期間をとります

と、生産費が安く、いいかえますと安売りをしても

引合う生産の形態をとっている産地が最終的に市場
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で優位を占め、競争に勝つ結果になると思うのです。

こういうふうな品質をめぐる競争、あるいはコスト

引下げ競争というものがこれから強くなってくると

考えられます。 

 その場合にまず品質を良くする。品質を揃えると

いうことはどうするか、これはいろいろな問題があ

ると思いますが、簡単に申しますと生産物の品種を

統一するということが必要であります。ここから、

いわば共同化というものの目ばえが出てくるのでは

ないかと思います。これが第１点であります。 

 コストの問題がありますが、生産のコストを引下

げる方法としましては、具体的には経営規模を拡大

していわゆる大規模経済の有利性、例えば畜産で申

しますと多頭飼育によって生産のコストを下げると

いうことが生産費の引下げ策として現在考えられて

おります。こういう大規模化、多頭飼育を行なうた

めには、個々の農家の資本力をもってしては限界が

ある。そこで共同化つまり、品質競争やコスト競争

に打勝つための手段として共同化がでてくると考え

られるわけであります。さき程ちょっと申上げまし

た立間の共同法人も明らかにこのための手段として

共同法人を作ったとみられるわけであります。 

 かように産地間競争が激しくなりますと、品質コ

ストをめぐる競争を通じて、共同化というものを形

作る条件がでてくると考えられます。 

（２）共販態勢の確立（品質均一化） 

 何と申しましても全国的に共同販売態勢が戦前あ

るいは終戦後に比べますと、かなり確立されてきた

ということは事実であります。生産者によるいろい

ろな形の農協あるいは特殊農協、出荷組合、こうい

うもので組織はさまざまでありますが、生産者団体

による共同販売態勢がだんだんに確立されてきたこ

とは最近の大きな特徴だと思うのです。そこでこう

いうふうな態勢が確立されて参りますと、次の要求

としてでてくることがあります。それはできるだけ

共販を有利にやる、即ちより有利な価格を獲得する

ために共同販売される品物の品質を揃えるというこ

とが重要になってまいります。例えば卵の共販をす

る場合にも、卵の中に非常に品質の悪いものがある、

また野菜の中に非常に品質の务ったものが混じって

いる。このことは共販を非常に不利にすることは皆

さん御承知のとおりですが、こういう品質を揃える

ということが必要になってきます。そういう要求が

共販態勢の確立とともにでてくる。この場合に例え

ば品質を揃える場合に育雛を共同でやる。あるいは

豚の場合でありますと仔豚の生産を共同でやる。こ

ういうふうな品質を揃えるための条件を作り出すた

めに、共同化というものがでてくるのではないかと

思います。 

（３）企業的性格の強化（利潤追求） 

 このことは、畜産を例にとって申上げますと、従

来畜産は家計補助的畜産、あるいは余剰労力消化の

ための畜産、こういう点が強かった。どういう意味

かと申しますと、米や麦を作っている、しかしなが

ら家計費をまかなうにはどうも不足している。現金

収入が不足している。その足りない部分を補うため

に、例えば豚でも飼ってみよう、鶏でも飼ってみよ

うとこういうようなかたち、農家の労働力がかなり

余っている。特に米麦作をやっておりますと、いわ

ゆる農閑期にはかなり労力が余ってくる。こういっ

ただぶついた労働力に何とか働き口を作るために、

云いかえますと余剰労働を消化するためにまあ鶏で

も飼ってみよう。あるいは豚でも飼ってみようかと

いうかたちの、家計維持あるいは余剰労力の消化と

いうねらいで畜産が取り入れられたのが、従来の畜

産経営の取組み方だったと思うのです。これに対し

まして最近におきましては畜産をやることによって

積極的にもうけようという利潤追求の形に変わって

きたということであります。こういう利潤追求とい

う考え方がでてきたのは、明かに農業が企業的性格

が強められたということだと思うのです。そこでこ

ういう企業性、大いにもうけるということになりま

すと、当然そのための手段としましては、できるだ

け大規模な多頭飼育をやって積極的にもうける。鶏

でも 30 羽とか 50 羽のでなくて、尐なくとも 300 羽

とか 500 羽とか、あるいは 1,000 羽を飼うことによ

って鶏で大いにもうけようという動きがでてくるの

は当然であります。ところが日本の農業経営の中で

は、いわゆる資本の力、あるいは飼料確保という意

味での経営耕地の関係で、個々の農家がこういう多

額飼育に誰でも踏切れるというものではない、もち

ろん中には相当の資本を持ち広い土地を持って多頭
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飼育を個人としてやっていける方も一部にはござ

いましょう。しかしながら多くの方々にとりまして

は、資本の力に限界がある。あるいは飼料畑が充分

に得られない。個人の力では多頭飼育あるいは大規

模経営というものは実現できない。そこで共同でそ

ういう企業化の方向をたどって行こうという動き

が出てくるのが当然じゃないか、このような生長材

部門の農業の企業的性格の強化というところから、

共同化の目ばえがでてくる根源が潜んでいるよう

に考えられます。 

（続） 

 


